
 1 

 

 

 

 

 

 

 

〝たたかってこそ道はひらける〟 

体験者として多くの仲間に発信しよう 
 

新組合室が開設されたことは本誌 289号で紹介しましたが、この新組合室を

使用した、初めての執行委員会（第 5回執行委員会）が 11月 26日（金）に開

かれました。 

2004 年 5 月の外勤支部再建以降、私た

ちの前には多くの試練が立ちはだかり、逆

風が吹き荒れました。しかし、その都度、

多くの仲間のご支援と、私たち自身の団結

と頑張りでこの逆境を乗り越え、再びこの

企業内に『全日本損害保険労働組合 日動

火災外勤支部』の看板を掲げることができ

たことに大きな喜びを感じます。そして、

その看板を掲げた組合室で、平日の午後 3

時から堂々と執行委員会が開催できたこ

とに、あらためて感慨を覚えました。紙面

を通してではありますが、まずはこの〝喜

び〟と〝感慨〟を全組合員で共有できた

ら、と思います。 

組合員の皆さんには電話連絡網で伝えられていると思いますが、12月 1日に

書記局開きを行います。私たちのたたかいを全面的にご支援いただいた全損保

他支部・他団体、他労組など、多くの仲間の皆さんに、私たちの新組合室をご

披露したいという趣旨で開催します。当面、地方の組合員には紙面を通した紹
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介だけになってしまいますが、いずれ〝現地〟を見てもらう機会を用意します

ので、ご容赦下さい。 

 

あの時〝おかしい〟と立ち上がったからこそ、この成果を手にできました。

あの時〝間違っている〟とたたかったからこそ、この成果を手にできました。

〝たたかってはじめて道はひらかれる〟― 体験者として、多くの仲間に発信

していきましょう。 

 


